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９月～8月

作
業
の
ポ
イ
ン
ト

11月～１２月 5月 6月 7月

生
育

主
な
作
業

水
管
理

 
a
あ
た
り
の
施
肥
例

令和８年産 京都八木産キヌヒカリ　栽培指針

月旬
11月～１２月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

.

有効分けつ期 幼穂形成期 出穂期 登熟期 刈取期

代
か
き

は

種

草
刈

田
植
え

10

３～4本

中
干
し

仕
上
防
除

落

水

刈
取
り

土
づ
く
り

○
排
水
に
つ
と
め
る
。

○
ワ
ラ
全
量
還
元

１
、
土
づ
く
り

温
度
管
理
に
注
意
す
る
。

○
苗
の
軟
弱
徒
長
に
な
ら
な
い
よ
う

一
六
○
ｇ（
箱
当
り）

○
稚
苗
は
催
芽
モ
ミ
で

○
種
子
更
新
の
実
施

２
、
催
芽
、
う
す
ま
き
で
充
実
し
た
苗
作
り

そ
の
後
は
浅
水
管
理
を
基
本
と
す
る
。

○
活
着
ま
で
は
、
深
水
管
理
と
し
、

４
～
５
日
は
水
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
除
草
剤
散
布
後
は
深
水
と
し
て

○
一
株
に
三
本
程
度
の
細
植
を
励
行

暖
か
い
日
に
田
植
え
す
る
。

○
強
風
、
雨
天
、
低
温
の
日
を
避
け

○
田
面
を
均
平
に
す
る

３
、
太
い
茎
を
早
く
と
る

軽
く
つ
く
程
度
の
硬
さ
が
よ
い
。

開
始
し
、
砂
質
田
で
は
、
足
跡
が

○
中
干
し
は
一
株
一
八
～
二
〇
本
で

倒
伏
防
止
と
受
光
態
勢
の
向
上
を

４
、
中
干
し
で
丈
夫
な
稲
体
を
つ
く
り
、

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
出
穂
の
一
週
間
前
ま
で
に
草
刈
り
を

と
量
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

○
葉
色
と
生
育
に
応
じ
て
穂
肥
時
期

症
状
が
出
た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
。

防
除
剤
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

○
特
別
栽
培
米
で
は
途
中
で
い
も
ち
病

５
、
い
も
ち
病
防
除
と
穂
肥
散
布

一
穂
中
の
９
割
が
黄
色
く
な
っ
た
頃

○
適
期
刈
取
は
、
出
穂
後
４
０
日
を
目
安
に

○
仕
上
防
除
で
カ
メ
ム
シ
被
害
を
抑
制

そ
の
後
は
、
間
断
か
ん
が
い
を
行
う
。

○
出
穂
期
前
後
は
、
や
や
深
水
管
理

6
、
一
等
米
仕
上
げ

す
る
。

○
仕
上
水
分
は
、
十
四
・
五
～
十
五
％
に

乾
燥
を
開
始
す
る
。

○
刈
取
後
４
時
間
以
内
に
通
風
ま
た
は

刈
取
直
前
ま
で
土
壌
水
分
が
あ
る
状
態

○
落
水
は
、
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
て
、

７
、
刈
取
、
乾
燥
・
調
整

いもち病病斑

除
草
剤

箱
処
理

耕

起

温
湯
消
毒

Ｊ
Ａ
で
実
施

ル
ー
チ
ン
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー

箱
粒
剤

50g  
/1箱

元肥

秋又は春に液肥
４t/10a

ト
ッ
プ
ジ
ン
ス
タ
ー
ク

ル
フ
ロ
ア
ブ
ル

無
人
ヘ
リ
仕
上
げ
防
除

床土消毒
ダコニール１０００

（育苗センター苗）

穂肥

液肥
２t/10a

元肥（初期用）

新京都有機２００号

２０ｋｇ/10a

除草剤（いずれか一つ）
●シンゲキ１キロ粒剤

移植直後～１㎏/10a
田植直後から１週間以内の

散布が効果的

●クリンチャー1キロ粒剤
移植直後～１ｋｇ/10a

移植後25日からノビエ５葉期
ただし、収穫３０日前まで


